
.
3 側 面 損 傷 に つ い て の 可 能 性 の 表

Xa／L PSa Xf／L PSf Zl／DS PSl Zu／DS PSu

0•00 0•000 0•00 0•967 0•00 0•000 0•00 0•968

0•05 0•023 0•05 0•917 0•05 0•000 0•05 0•952

0•10 0•068 0•10 0•867 0•10 0•001 0•10 0•931

0•15 0•117 0•15 0•817 0•15 0•003 0•15 0•905

0•20 0•167 0•20 0•767 0•20 0•007 0•20 0•873

0•25 0•217 0•25 0•717 0•25 0•013 0•25 0•836

0•30 0•267 0•30 0•667 0•30 0•021 0•30 0•789

0•35 0•317 0•35 0•617 0•35 0•034 0•35 0•733

0•40 0•367 0•40 0•567 0•40 0•055 0•40 0•670

0•45 0•417 0•45 0•517 0•45 0•085 0•45 0•599

0•50 0•467 0•50 0•467 0•50 0•123 0•50 0•525

0•55 0•517 0•55 0•417 0•55 0•172 0•55 0•452

0•60 0•567 0•60 0•367 0•60 0•226 0•60 0•383

0•65 0•617 0•65 0•317 0•65 0•285 0•65 0•317

0•70 0•667 0•70 0•267 0•70 0•347 0•70 0•255

0•75 0•717 0•75 0•217 0•75 0•413 0•75 0•197

0•80 0•767 0•80 0•167 0•80 0•482 0•80 0•143

0•85 0•817 0•85 0•117 0•85 0•553 0•85 0•092

0•90 0•867 0•90 0•068 0•90 0•626 0•90 0•046

0•95 0•917 0•95 0•023 0•95 0•700 0•95 0•013

1•00 0•967 1•00 0•000 1•00 0•775 1•00 0•000

.
3 船 底 損 傷 に つ い て の 可 能 性 の 表

Xa／L PBa Xf／L PBf YP／BB PBp YS／BB PBs

0•00 0•000 0•00 0•969 0•00 0•844 0•00 0•000

0•05 0•002 0•05 0•953 0•05 0•794 0•05 0•009

0•10 0•008 0•10 0•936 0•10 0•744 0•10 0•032

0•15 0•017 0•15 0•916 0•15 0•694 0•15 0•063

0•20 0•029 0•20 0•894 0•20 0•644 0•20 0•097
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官
報

区 画 室 の 境 界 X
a
、 X
f
、 Z
l
、 Z
u 及 び ｙ は 、 次 の と お り 定 め る 。

X
a
は 、 Ｌ の 船 尾 の 末 端 か ら 考 慮 さ れ る 区 画 室 の 最 も 船 尾 側 の 点 ま で の 縦 方 向 の 距 離 と し 、 メ ー

ト ル で 表 す 。

X
f
は 、 Ｌ の 船 尾 の 末 端 か ら 考 慮 さ れ る 区 画 室 の 最 も 船 首 側 の 点 ま で の 縦 方 向 の 距 離 と し 、 メ ー

ト ル で 表 す 。

Z
l
は 、 型 基 線 か ら 考 慮 さ れ る 区 画 室 の 最 も 低 い 点 ま で の 垂 直 距 離 と し 、 メ ー ト ル で 表 す 。

Z
u は 、 型 基 線 か ら 考 慮 さ れ る 区 画 室 の 最 も 高 い 点 ま で の 垂 直 距 離 と し 、 メ ー ト ル で 表 す 。 Z
u

は 、 D
s
よ り も 大 き い も の と し て は な ら な い 。

ｙ は 、 考 慮 さ れ る 区 画 室 と 側 面 外 板 と の 間 の 中 央 線 と 直 角 に 測 つ た 最 小 の 水 平 距 離 と し 、 メ ー

ト ル で 表 す 。

P
S
y
は 、 次 の と お り 計 算 す る 。

ｙ
i
i

B
S が 〇 ・ 〇 五 以 下 の 場 合 に は 、

PSy＝（24•96－199•6y／BS）（y／BS）

ｙ
i
i

B
S が 〇 ・ 〇 五 を 超 え る が 〇 ・ 一 未 満 の 場 合 に は 、

PSy＝0•749＋{５－44•4（y／BS－0•05）}（y／BS－0•05）

ｙ
i
i

B
S が 〇 ・ 一 以 上 の 場 合 に は 、

PSy＝0•888＋0•56（y／BS－0•1）

P
S
y
は 、 一 を 超 え て は な ら な い 。

９ 船 底 損 傷 か ら 区 画 室 が 破 ら れ る 可 能 性 P
B に つ い て は 、 次 の と お り 計 算 す る 。

.
1 PB＝PBL. PBT. PBV

こ の 場 合 に お い て 、

PBL＝１－PBf－PBa は 、 損 傷 が X
a
及 び X
f
に よ つ て 閉 囲 さ れ る 縦 通 区 域 に ま で 達 す る 可 能

性 を い う 。

PBT＝１－PBp－PBs は 、 損 傷 が Y
p
及 び Y
s
に よ つ て 閉 囲 さ れ る 横 置 区 域 に ま で 達 す る 可

能 性 を い う 。

PBV＝１－PBz は 、 損 傷 が ｚ に よ つ て 定 義 さ れ る 境 界 の 上 方 に 垂 直 方 向 に ま で 達 す る 可

能 性 を い う 。

.
2

P
B
a
、 P
B
f

、
P
B
p
、 P
B
s

及 び P
B
z
は 、 9•
3
に 定 め る 船 底 損 傷 の 可 能 性 の 表 か ら 一 次 補 間 法 に よ つ て 決 定 す る 。

こ の 場 合 に お い て 、

P
B
a
は 、 損 傷 が X
a

i
i Ｌ の 位 置 か ら 船 尾 で 生 ず る 可 能 性 と す る 。

P
B
f

は 、 損 傷 が X
f

i
i Ｌ の 位 置 か ら 船 首 で 生 ず る 可 能 性 と す る 。

P
B
p
は 、 損 傷 が タ ン ク の 左 舷
げ ん

側 に 生 ず る 可 能 性 と す る 。

P
B
s

は 、 損 傷 が タ ン ク の 右 舷
げ ん

側 に 生 ず る 可 能 性 と す る 。

P
B
z
は 、 損 傷 が タ ン ク の 下 方 で 生 ず る 可 能 性 と す る 。

区 画 室 の 境 界 X
a
、 X
f
、 y
p 、 y
s 及 び ｚ は 、 次 の と お り 定 め る 。

X
a
及 び X
f
は 、 8
.
2
に 定 義 す る も の と す る 。

y
p は 、 水 線 d
B 又 は そ の 下 方 に 位 置 す る 区 画 室 に お け る 最 も 左 舷
げ ん

側 の 点 か ら 船 舶 の 中 央 線 の 左

舷
げ ん

側 の B
B
i
i ２ メ ー ト ル に 位 置 す る 直 面 ま で の 横 方 向 の 距 離 と し 、 メ ー ト ル で 表 す 。

y
s は 、 水 線 d
B 又 は そ の 下 方 に 位 置 す る 区 画 室 に お け る 最 も 右 舷
げ ん

側 の 点 か ら 船 舶 の 中 央 線 の 右

舷
げ ん

側 の B
B
i
i ２ メ ー ト ル に 位 置 す る 直 面 ま で の 横 方 向 の 距 離 を い い 、 メ ー ト ル で 表 す 。

ｚ は 、 任 意 の 縦 方 向 の 位 置 に お い て ｚ が 縦 方 向 の 位 置 に お け る 船 底 外 板 の 最 も 低 い 地 点 か ら

区 画 室 の 最 も 低 い 地 点 ま で の 垂 直 距 離 で あ る と き は 、 区 画 室 の 長 さ を 超 え る ｚ の 最 小 値 と し 、

メ ー ト ル で 表 す 。
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